
第 18 回市民公開講座「どうする？  飛
ひ

蚊
ぶ ん

症
しょう

」 
 

 
平成 21 年 12 月 22 日(火)午後２時 30 分 
市立貝塚病院 ７階講義室 

当院眼科医長 三浦
み う ら

 和美
か ず み

 

１．飛蚊の正体 

  目のなかの濁り 

２．濁りはなぜできるか？ 

 ① 血管のなごりなど、生まれつきのもの。 

 ② 加齢による後部硝子体剥離(はくり) 

     加齢により、もとはゼリー状であった硝子体がしぼみ、眼底の網膜と接着していた部分からはずれ

る現象。 

    このとき濁りを生じる。また、光が走るように感じる場合がある。 

 ③ 後部硝子体がおこるとき 

網膜と硝子体が特に強く接着している部分では網膜裂孔というあなが開いたり、さらに進行して

網膜剥離がおこることがある。 

 ④ 硝子体出血 

   まざまな眼底の病気により、硝子体中に血がまわる。 

    糖尿病網膜症、網膜血管閉塞症、加齢黄班変形など 

 ⑤ ぶどう膜炎 

    炎症で生じた濁り。 

３．飛蚊症、光視症(光が走ったように見える)に気付いたら 

  早期発見、早期治療のために眼底検査を受ける必要がある。 

  ほとんどは、生まれつきのものか、加齢による後部硝子体剥離が緩やかにおこったことが原因するが、

思わぬ病気が潜んでいることがある。 
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  高血圧・不整脈・狭心症・心筋梗塞など 40   子宮がん・卵巣がん・不妊治療など 8

  腰痛・関節痛・リウマチなど 39   小児ぜんそく・インフルエンザなど 6

  白内障・緑内障・ドライアイなど 29 　乳がん 5

  糖尿病・甲状腺疾患など 17 　神経内科疾患 5

  頻尿・前立腺がん・尿路結石など 16   禁煙 5

　消化器・肝臓(内科・外科) 13 　更年期障害 1

来て良かった 来なければ良かった わからない 無回答
件数 83 0 0 4

割合 95.4% 0.0% 0.0% 4.6%

できた できない わからない 無回答

件数 82 0 0 5

割合 94.3% 0.0% 0.0% 5.7%

 

 

 
「どうする？ 飛蚊症」          講師 当院眼科医長 三浦 和美 

平成 21年 12月 22日 午後 2時 30分～      当院 7階講義室 

講座受講者 95人   アンケート回収 87件  回収率 ９１.６％ 

 

１． 本日、市民公開講座に来て良かったと思われましたか？    

 

 

 
 
２． 「飛蚊症」について理解できましたか？ 

 

 

 
 
３． 本日のお話で一番印象に残ったことは何ですか？ 

･眼球の中は、あまり痛みを感じないとは知らなかった。異変を感じた時は早く受診しよう。 

・光視症＋飛蚊症の両症状が起った場合は、早急な検査が必要ということが参考になりました。 

・安易に放置せず、受診の必要性を痛感しました。 

・飛蚊症の症状があり、気にはなっていましたが自己判断せず、検査を受けることも重要だなあと思 

いました。虫が飛ぶ=白内障と思い込んでいたのも違うのがよく解りました。 

・飛蚊症の中にも危険なものもあるということ。 

・光視症という言葉を初めて耳にしました。自分の症状がこれだと判り尐しほっとしました。眼底検査を受 

けながら気をつけて過ごさなければと思いました。（外 36件） 

 

４． 今後、市民公開講座でどのようなお話を聞きたいですか？（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 
 
５． 今後、市立貝塚病院に期待することは何ですか？ 

・岸和田市から来ましたが益々の発展を期待します。どこの府県の公立病院でも経営が大変ですが頑張っ 

てください。 

・講座をもっと回数を多くして欲しいです。 

・地域医療連携室の大いなる活躍を。専門の診療の先生を増やしていただくことを望みます。 

・市民が安心して受診できるシステム(専門医も含めて)をよくしていただきたい。 

・救急で受診することがダメの時にどうするか、対策はあるのか心配です。（外 26件） 



第 18回 市民公開講座のようす 

次回は、３月２３日（火）午後２時３０分から 

『乳がん検診について』 
講師 市立貝塚病院放射線科部長 沢井 ユカ 



３．本日のお話で一番印象に残ったことは何ですか？（ 42件） 

  ・飛蚊症によって引き起こす病気がどのようなものがあるか理解することができました。ありがとうご 

ざいました。 

・全般にわたりよく解りよかったです。 

・飛蚊症により様々な症状についての話や関連性など。 

・眼球の中は、あまり痛みを感じないとは知らなかった。異変を感じた時は早く受診しよう。 

・飛蚊症、尐しであればあまり気にしなくてよい事がよくわかりました。 

・光視症＋飛蚊症の両症状が起った場合は、早急な検査が必要ということが参考になりました。 

・心配な飛蚊症と、そうでないものがあるということ。 

・飛蚊症=はくり治療ではない。原因による治療。他に原因がなければ、そのまま付き合っていくとは思 

わなかった 

・安易に放置せず、受診の必要性を痛感しました。 

・加齢によるとわかったので心配がなくなりました。 

・飛蚊症ということはあまり解らなかったが話を聞いて良く解った。あまり気にしなくて良いかな･･･と 

思った。 

・飛蚊症の症状があり、気にはなっていましたが自己判断せず、検査を受けることも重要だなあと思い 

ました。虫が飛ぶ=白内障と思い込んでいたのも違うのがよく解りました。 

・心配な症状とそうでないものの違いが解って良かったです。私は今のところ関係はないですが身内 

で何かあれば役立ちそうです。 

・飛蚊症の中にも危険なものもあるということ。 

・目の前に黒い点があったり横に黄色い線が入って物の見え方が見えたり見えなかったりするのが怖か 

った。気長に移動することを待つことにします。尐し安心することができました。 

・眼底検査をしてみようと思った。 

・思ってたよりも心配しなくて良いという答えを頂いたので安心しました。予病のことも加わるのでそ 

の時は早く眼科に行きます。 

・眼の機能と構造がよく解った。 

・光視症という言葉を初めて耳にしました。自分の症状がこれだと判り尐しほっとしました。眼底検査を 

受けながら気をつけて過ごさなければと思いました。 

・老化による症状かの判断も診察を受けるのがよい。 

・硝子体の中味と網膜の関係。 

・光視症の症状を経験しているので特に興味をひかれた。 

・68才主婦 一度検査を受けたいと思いました。 

・加齢によるものや生まれつきは心配ないこともある。硝子体出血、ぶどう膜炎のこと。 

・加齢眼(正常眼)、後部硝子体はくり(老齢)のこと。 

・硝子体の病気のこと。 

・早期発見・治療のために眼底検査を受ける。病的な原因でなければ気にしなくてよいとのこと。 

・眼底検査が必要だと思いました。 

・網膜はくり、網膜裂孔について。 

・眼底検査を受けることは重要であることがよく解りました。  

・飛蚊症で眼科受診しました。心配ないといわれましたが今回、先生のお話でどこかにいくこともある 

とのこと・・・を知りました。なんだかホッとしました。来てよかったです。 

・光視症やぶどう膜炎など聞きなれない症状のお話も聞けてよかった。 

・飛蚊症の手術の必要性がないことがわかった。 

・目の病気でも身体のほかのところからの注意も必要だということがよく解りました。 

・飛蚊症の原因・老化による網膜はくりのこと。 

・とにかく解りやすくてよかったです。 

・今、私の状態によくにた話でよく解った気がします。 



・私、今年春頃眼科でレーザーをかけたのです。ドスン、ドスンと数十発位打ちました。痛い時も再々あり 

ました。その後何回か通院して終わったのです。今は飛蚊症もきれいに治りました。自分が進んだ道な 

ので先生の説明は充分理解できました。網膜はくりの初期だったのです。 

・飛蚊症の意味と内容が理解できた。 

・以前眼科で診てもらった時、年齢によるもので治療法はないようなニュアンスだったが今日講義を聞 

いて飛蚊症の原因を詳しく教えてもらった。思わぬ病気があるのでよく検査をするようにという指導 

が印象に残った。 

・スライドの画像と全然違う丸い小さいのが(感じるだけかも知れない)ヒューと飛ぶ。一瞬に消える。月 

に一度ぐらい。スライドを見る限り俺の眼は異常なしと思う。 

・症状と病気の進行の相関関係はないということ。 

 

５．今後、市立貝塚病院に期待することは何ですか？（ 31件） 

  ・岸和田市から来ましたが益々の発展を期待します。どこの府県の公立病院でも経営が大変ですが頑 

張ってください。 

・肩こり、筋肉痛、関節痛など一人でマッサージできる方法や器具の推奨などについて説明してほしい。 

  ・個人病院のように夕方からでも診てもらえるように。 

・今のままでいいと思います。 

  ・講座をもっと回数を多くして欲しいです。 

  ・糖尿病が悪くなるとどのように進行していくのか知りたい。 

  ・医師の確保。 

  ・脳神経外科の科目があると助かるのですが。 

・総合病院としての機能の確立。 

・地域医療連携室の大いなる活躍を。専門の診療の先生を増やしていただくことを望みます。 

  ・現診療体制を維持して欲しいと思う。 

  ・満席、予約絶対に必要です･･･ネ。 

  ・病院が尐なくなって来ている。今、各科がなくなって来るなど心配しています。安心して診療してもら 

えるようお願いします。 

  ・６月に卵巣がんの手術をしました。先生が変わるのは不安になります。出来れば同じ人の方がいいで 

す。 

  ・医師の確かな人数が減らないようにお願いします。 

・救急・入院がスムーズに出来るように、他市に廻されないように全科の受診を希望します。 

  ・今回、病院が近く感じるようになりました。 

  ・市民が安心して受診できるシステム(専門医も含めて)をよくしていただきたい。 

  ・今回のような講演会を今後も続けてお願いします。 

  ・出来る範囲の地域医療を現状維持と言わずに発展させていってほしいと思います。市民講座などで 

ひらかれた病院を目指されているのはとてもよいことだと思います。 

  ・総合病院らしくしてほしい。 

  ・規模は小さくなっても 11月の病院祭のように市民公開講座も地域の病院として続けていってほしいと 

思います。 

  ・他市の病院に行かなくても市内(貝塚病院) ですべて治療が出来るように希望します。 

・できるだけ診療科目を増やしていただきたい。 

・もう尐しゆっくりと話していただいたらもっと理解できたのにと思います。 

・救急で受診することがダメの時にどうするか、対策はあるのか心配です。 

・診療科目を減らさないでほしい。産科を作って下さい。 

・公開講座を続けてほしい。様々な症状などによる病状など一般的に解りやすくお話を聞ければもっと 

自分の身体について理解しやすくなると思います。 

・病院が繁盛し、長く続くことを願います。 

・高齢者は暇があるので若者、現役を優先的に診察してあげる体制を。 

・本日の先生のように様々な市民公開講座を開催していただき地域医療の連携に取り組み、市民の健 

康管理に役立てていけたらと思います。本日は私たち市民のためにわかりやすい市民講座を開いてい 

ただきありがとうございました。 

  

   


